
三重県精神保健福祉審議会アルコール健康障害対策推進部会報告 

 

 三重県精神保健福祉審議会アルコール健康障害対策推進部会は、三重県精神保健

福祉審議会条例第８条の規定に基づき、平成２８年８月に設置されました。 

当部会は、アルコール健康障害への対策を総合的かつ計画的に推進することを目

的としています。 

 

１ 開催日時 令和７年２月３日（月） 18時 00分～19時 30分 

（オンライン開催） 

 

２ 委員名簿 別紙のとおり 

 

３ 出席委員 鬼塚会長 ほか委員１２名 

 

４ 審議内容 

 （１）三重県アルコール健康障害対策推進計画（第２期）の進捗状況について 

  ＜事務局等からの報告内容＞ 

「三重県アルコール健康障害対策推進計画（第２期）」に基づき、令和６年度

の取組概要と令和７年度の取組計画について報告しました。 

 

＜委員からの主な意見、各所属団体での取組状況の報告＞ 

・アルコールは嗜好品であるが、アルコールに関する健康リスクについてきちん

と伝えていくことは大切。 

・地域でのアルコール対策について、開業医や訪問看護など多職種が一緒になっ

て取り組むことが重要。 

・病棟での自助グループの例会に医師が参加することも大切。 

・２０歳未満の人の飲酒防止や飲酒運転撲滅のため、公立高校へのポスター配布

や動画配信等の啓発活動を行っている。 

 

 

 

 

 



 



三重県精神保健福祉審議会ギャンブル等依存症対策推進部会報告 

 

 三重県精神保健福祉審議会ギャンブル等依存症対策推進部会は、三重県精神保健

福祉審議会条例第８条の規定に基づき、令和２年６月に設置されました。 

当部会は、ギャンブル等依存症への対策を総合的かつ計画的に推進することを目

的としています。 

 

１ 開催日時 令和７年２月５日（水） １８時００分～１９時３０分 

（オンライン開催） 

 

２ 委員名簿 別紙のとおり 

 

３ 出席委員 鬼塚会長 ほか委員１１名（２名欠席） 

 

４ 審議内容 

 （１）三重県ギャンブル等依存症対策推進計画の進捗状況について 

  ＜事務局からの主な報告内容＞ 

「三重県ギャンブル等依存症対策推進計画」に基づき、令和６年度の取組概 

要と令和７年度の取組計画について報告しました。 

 

＜委員からの主な意見＞ 

  ・行政の窓口に相談してから医療機関につながるまでの空白期間がないよう 

に、各種支援団体につなぐように案内することが重要である。 

  ・インターネット投票ができるようになり、短期間で借金が膨らむ人が増えて 

いる。 

  ・オンラインカジノをゲーム感覚で始めてしまうケースが多く、違法性の認識 

を持っていない人が多い。 

 



 

【委員　（1４名）】

区　　分 団　体　名 職　名 氏名 備　考

三重県精神科病院会 会長 齋藤　純一

公益社団法人三重県医師会 理事 齋藤　洋一

独立行政法人国立病院機構榊原病院 院長 鬼塚　俊明

三重県立こころの医療センター 院長 森川　将行

特定非営利活動法人　三重ダルク 代表 市川　岳仁

ギャンブル依存症問題を考える会
三重支部

支部長 渡辺　功一

全国ギャンブル依存症家族の会三重 副代表 高橋　かおる

三重県司法書士会 理事 天野　民愛

三重弁護士会 三重弁護士会推薦弁護士 金森　邦義

三重県遊技業協同組合 専務理事 伊藤　正彦

津市ボートレース事業部経営管理課 次長 永田　和幸

松阪市産業文化部競輪事業課 課長 福島　慎也

四日市市商工農水部けいりん事業課 課長 村田　真司

保健所
（1名）

三重県保健所長会 伊賀保健所長 土屋　英俊

三重県精神保健福祉審議会

ギャンブル等依存症対策推進部会委員

(令和5年8月1日～令和8年7月31日）　（五十音順、敬称略）

医療関係者
（4名）

多重債務問題
等関係団体
（2名）

家族会
支援団体
（3名）

事業者
（4名）


